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学校通信（１１－１２月号）をお届けします。
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今号から愛称を「となん畑」としました。高等部３年のＫさんが考えてくれたものです。リンゴ園や野菜畑に囲まれた本校にぴったりの愛称です。新鮮な情報を皆様にお伝えするよう、心がけていきます。引き続きのご愛顧をよろしくお願いします。
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今年度の「けやき祭」は小春日和に恵まれ、計画どおりに実施することができました。
児童生徒の発表や活動の様子については、学級や学部からお伝えしていますので、３点に絞って振り返ります。
（１）来校くださった方の数は・・・・・・
当日、来校してくださった方々の内訳は、ご来賓（書面で案内をした学校や関係機関等の方々）３０名、同窓生（保護者も含む）３０名、一般の方々９８名、そして児童生徒保護者ならびにご家族の皆様２０４名でした。例年と比べて、時間をかけてゆっくりご覧くださった方々が多いという印象でした。
（２）「復興支援」の思いは・・・・・・
　　今年のテーマ「光の先へ～心を一つにHand in Hand
～」や、校舎の外に掲げられたフラッグ（高等学校との交流
活動で制作）は、本校全員の気持ちを表すにふさわしいも
のではなかったかと思います。
ステージ発表では、震災・津波の出来事から考えたこと
 を『つなげよう となんの和～私たちの平和・幸せってなん
だろう～」と題して発表した分教室、訪問教育を含む中学
部全生徒による表現は、多くの方々に感動していただけた
のではなかったでしょうか。
　　また、沿岸地区の福祉施設や作業所では、「サービスを
再開したものの製品を販売する機会がなく、利用者への
工賃を支払うのに苦労をしている」との声を受け、けやき
祭での販売活動を呼びかけたところ、５施設等（陸前高田
「あすなろ」、大船渡「朋友館」「星雲工房」、釜石「釜石
福祉作業所」、田野畑村「ハックの家」）が来校しました。
復興支援コーナーでは皆様が足を止め、製品を買い求め
ていました。今回参加した施設等の方々は、皆様からの暖
かい支援に、大変感謝をしておられました。
長期的な支援が望まれておりますので今後も続けていきたいと考えています。
（３）今年のけやき祭の評価は・・・・・・
当日ご記入をお願いしましたアンケートの集約結果は次のとおりでした。ご協力をいただいた方の総数は７０名で、内、保護者は５８名でした。
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  なお、児童生徒の発表や活動、作品展示をご覧なった感想については５３項目、また、内容についてお気づきのことについては３１項目の記述がありました。
　「けやき祭」は、児童生徒の学習の成果を発表する場であるとともに、校内外のできるだけ多くの皆様方に見ていただくことをとおして、本校への理解を深めていただく機会となる大切な行事ですので、いただいた声を十分受け止め、検討し、望ましい改善を図って参ります。

　保健指導は、学習指導、生徒指導とならんで学校教育の大きな柱です。本校児童生徒の障がいの状況から、健康の維持や感染症の予防は安定した学校生活を送る上で特に重要となっています。
　平成２１年４月１日から、従来の「学校保健法」については、学校安全の観点が強化され、「学校保健安全法」となりました。同時に「学校給食法」についても、「食育」の観点が加えられました。学校保健委員会は、「学校保健安全法」の趣旨に基づいて設置、開催するものです。また、保健安全指導は、学校だけではなく家庭での取り組んでいただかなければならないことから、学校医等の指導の下、ＰＴＡの協力を得て行うべきとされています。
　今年度の学校保健委員会を１１月２９日（火）１５：００～１６：００に本校会議室で開催しました。委員は、学校医（内科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科の各医師）、学校歯科医、学校薬剤師、保護者代表（ＰＴＡ会長）、そして教職員２２名となっていますが、当日は、内科医として県立療育センター所長さんと保護者代表としてＰＴＡ副会長さんが出席くださいました。
　まず、学校の各担当から、１ 児童生徒の定期健康診断の結果、２ 医療的ケアの実施状況、３ 体調の急変等緊急時の対応　４ 摂食指導の状況　５ 歯科保健指導の実施状況　６ 救命講習会の実施状況、について報告しました。また、感染対策マニュアルを新たに整備したことと、給食についても話題としました。
　学校医からは、日常のケガや体調不良の状況等（保健室利用状況）についても話題とするべきとの指摘がありました。また、ＰＴＡ副会長さんからは、内容が盛りだくさんすぎるのではとの工夫を求める意見をいただきました。
　校外委員の方々の都合や負担を考慮し、１時間という限られた時間での開催としたところでしたが、委員各位からご指摘、ご意見を受け、必要な事項を整理し、また協議が充実するよう、改善を図っていきます。

１２月９日（金）の参観日には、５３名（本校４２名・分教室１１名）の皆様方に授業を見ていただきました。師走の慌ただしい時期にも関わらず、ご来校いただき、ありがとうございました。
ところで皆様、今回の授業参観に際して配付しましたご案内の内容が、これまでと少し変わっていることにお気づきになられましたか？
参観日に来てくださる人数が伸び悩んでいるのは、保護者の皆様がお忙しいこともあるとは思いますが、学校からのＰＲも足りないのではないかと感じていました。そのような折、東京都立八王子特別支援学校に参考となる取組例がありましたので、早速、本校でもやってみることとしました。
これまでの授業一覧には、授業の題材名（テーマ）を記述しておりましたが、今回は、「授業の見どころ、あるいは是非見て欲しいところ」（ＰＲポイント）を記述するようにしてみました。
参加率が４６．５％と、昨年同時期の参観日と比べて多くなったとの結果を得ましたので、今後もこのような形でＰＲしていきたいと思います。是非ご期待ください。






寄宿舎のクリスマス会（２０日火曜日）に、ＮＨＫいわてみんなうたでお馴染み「家に帰ろう」のローブローのお二人が来てくださいました。菅原さん、里見さんのお二人は大船渡出身で、震災の瓦礫を目の当たりにして完成した歌がこの歌だったとか。みんなの歌では、絵画風に映し出される映像とともに流れる『♪・・・家に帰ろう　家に帰ろう　ボクの心の中でいつもあたたかい　光をてらす場所へ♪』のフレーズがなんとも心に残る、被災者が歌う復興へのエールソングとなっていました。３曲を披露し、さらに、寄宿舎生のバンドに混じって一緒に歌ってもくださいました。感動のライブは素敵なクリスマスプレゼントとなりました。もちろん「家に帰ろう」のアンコールではみんなで歌いました。

　　

○ 今年も残すところあと僅かとなりましたが、「３．１１．１４：４６」は、忘れられない、決して忘れて
はならない出来事となりました。
○ 先日、恒例の今年の世相を表す漢字として、京都清水寺の森清範貫主が『絆』と書いたことが報じられました。ある新聞の声の欄には、「これが始まったのは奇しくも阪神大震災（１９９５年１月）の起こった年からで、その年の漢字は『震』だった」と投稿者が書いていました。そして、「痛いところから目を背け、口当たりのよい言葉を追いかけた結果ではないか」と厳しい意見を添えていました。今だれもが一番に欲しいと思っているのは、「安全安心な日常だ」と言うことの表れが『災や震や波』を押さえて『絆』を選ばせたのではないでしょうか。
· クリスマスライブをしてくれたローブローの菅原さんが子どもたちに語りかけていました。「津波で無くなったものはたくさんあった。でも、そのために得たものもたくさんあった。」と。多くの亡くなった命は戻ってはきませんが、この苦しい状況から得たものはきっと後世の財産になることに違いありません。
· 未曾有の出来事から１か月しかたたない中で始まった平成２３年度の教育活動も、これまで大きな変更もなく行ってくることができました。保護者の皆様方のご理解、ご支援に心より感謝申し上げます。ただ、体調を崩して入院している児童生徒ならびに保護者の方々には、早く元気に登校できるようお祈り申しあげます。また、残念ながら若くして天国に旅立ってしまった 高等部の生徒さん には改めてご冥福をお祈り申し上げます。
○ 年の瀬を迎え、一層慌ただしい時期となりました。児童生徒の皆さん、そして保護者、ご家族の皆様におかれましては、良い年をお迎えいただき、年明けの１８日（水）には、元気に顔を合わせることができるよう願っております。

平成２３年１２月２２日（木）発行　１１－１２月号　担当：校長
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岩手県立盛岡となん支援学校　学校通信





来校者は３６２名（昨年度比＋６７名）でした





けやき祭へのご来校、本当にありがとうございました





Ｑ　「けやき祭」の雰囲気はどのように感じら


れましたか？








Ｑ　テーマ「光の先へ～心を一つにHand in


 Hand～」について、どのような感想を


お持ちになりましたか？





学校保健委員会を開催しました





今回の授業参観はいかがでしたか








新鮮情報コーナー





本校のホームページが「都道府県等優秀校」に！








この度、Ｊ－ＫＩＤＳ大賞２０１１（第９回全日本小学校ホームページ大賞）において、都道府県等優秀校に選ばれました。


これは全国の小学校（特別支援学校を含む）日本最大の小学校ホームページコンテストです。


なお、優秀校は１０校で東北からは３校、内岩手からは前沢明峰支援学校が特別支援学校の代表校に選ばれています。





いわてみんなのうた「♪家に帰ろう」のＬＡＷＢＬＯＷがライブ





寄宿舎の


クリスマス会








１１月：　【８～１０日】特別支援学校教諭の経験者５年研修（後期・県教育委員会主催）の会場と


なり、対象者のために研究授業を提供するとともに、講義の一部を担当し


ました。


　　　【１５日】校内授業研究会（数学）を行いました。県教育委員会から学力向上担当の指導


主事２名をお呼びし、助言を受けました。


　　　【１８日】特別支援学校の栄養教諭、食育担当者が本校に集まり、摂食指導について研


修していただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１２月：  【７日】「障害者雇用に係る総合的理解・取組のための学校見学」で、労働関係機関、


事業主、支援センターの方々が来校し、高等部の校内実習を見学しました。





実習、研修等の受け入れ及び実施状況

















校長の独り言・・・・・　今年を振り返って





岩手県特別支援学校作品展は１２月２３日（金）～２５日（日）マリオス４Ｆで開催されます。街のクリスマスイルミネーションとともに、お子さんの作品をご覧に是非お出かけください。








